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（仮称）宮の沢まちづくり計画の策定に向けて

■目的

• 宮の沢地域の活性化に向けて、地域特性や現状・課題を踏まえ、まちづくり協議会等での
意見交換を行いながら、宮の沢地域の将来像、活性化のアイデア、実現に向けた取組の
方向性などについて検討し、「（仮称）宮の沢まちづくり計画」を策定します。

■計画策定に向けた進め方（イメージ）
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（仮称）宮の沢まちづくり計画 策定

第7回 宮の沢まちづくり協議会
• （仮称）宮の沢まちづくり計画（案）の確認
• 今後の取組について

地域住民・商店会
意見交換会

※ワークショップ形
式で実施

8～9月

第1回 宮の沢まちづくり協議会

第6回 宮の沢まちづくり協議会

• 計画（素案）について（将来像と実現に向けた方向性、
取組、連携のイメージ）

第2回 宮の沢まちづくり協議会
• 計画策定の趣旨、進め方の確認
• 現状認識の共有
• フリートーク

（委員が考える現状や課題、地域特性、将来のイメージ
などについて）

第3回 宮の沢まちづくり協議会
• 宮の沢の将来イメージ、あり方の共有
• グループ討議
「将来イメージに向けて、どんなコトがあったらよいか」
こんな取組があったらよいなどのアイデア
取組をすることでどのような将来になっているか
ターゲットごとなどで考える

第4回 宮の沢まちづくり協議会
• グループ討議
「将来イメージに向けた取組のアイデア」
今からできる活動など

第5回 宮の沢まちづくり協議会
• グループ討議
「将来イメージに向けた取組のアイデア」
エリアごと、ターゲットごと、目標ごと

取り組むことができ
るアイデアは実践

※既存のイベント
等を活用

グループ討議

グループ討議

グループ討議

他都市事例等の
情報提供

※状況に応じてまち歩き
なども想定
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第2回 宮の沢まちづくり協議会 資料

■計画内容の検討の考え方

• （仮称）宮の沢まちづくり計画は、現
状・課題、活用すべき特性などを踏ま
えて、課題の解決からではなく、“どう
ありたいか”の地区の「ありたい姿」か
ら逆算して将来像を描きます。

• 「想い」や「夢」も含めた、未来志向型
で検討します。

本日

（1）（仮称）宮の沢まちづくり計画の策定の進め方

今

将来の地区のイメージ

未来志向型

未来

他都市事例等の
情報提供

※2グループ程度を想定

■スケジュール（案）

• 左図の進め方（イメージ）も考慮して、以下のような年間スケジュールで進めます。なお、
年間スケジュールは、目安となり変更になる可能性があります。

計画案の検討

骨子の検討

第2回
4/28

第3回 第4回 第5回 第6回

実施

※すぐに取り組むことができそうなアイ
ディアについては、お試しで実践してみる
ことが考えられます

策定

第7回



（仮称）宮の沢まちづくり計画の策定に向けて
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第2回 宮の沢まちづくり協議会 資料

（2）前回（第1回）のふりかえり（要点のみ）

■地域の現状及び課題等とアイディア、今後の宮の沢のまちづくりにおけるポイント（手がかり）

• 白い恋人パークを訪れるア
ジア圏からの観光客の入
込が伸びている（70万人）
が、周辺への波及が少ない。

• 地下鉄駅から、白い恋人
パークまでのアクセスが分
かりづらい。

アジア圏からの観光客増加

観光施設までの案内

• 地下鉄駅、白い恋人パーク、
大野記念病院など、地域の
人だけでなく観光客にとっ
ても利便性の高い施設が
立地している。

高い利便性の発信

• 歴史的な資源（上手稲神社、
手稲記念館など）が点在し
ているが、活用されていな
い。

地域資源の活用

• 飲食機能、休憩機能、交流
機能など、地域の人が気軽
に立ち寄って滞在すること
ができる集まれる場（憩い
の場）が少ない。

地域の拠点、集まれる場の活用

• ちえりあ広場において、地
域の賑わいづくりへの活用
が少ない。

• 地域の子ども達や若い世
代との交流、地域への関
心・愛着を高める必要があ
る。

地域への愛着、担い手づくり

訪
れ
る
人
向
け

住
ん
で
い
る
人
向
け

●情報発信

• 地域の魅力発信の仕掛け
づくり

• 海外も含めたSNSなどの情
報発信

• 紙のマップによる魅力発信
（石屋製菓さんよりご提案あ
り）

●人が集まる仕掛けづくり

• 地域の方が集まる仕掛け

• 活用できる地域資源の発掘

• 体験型観光の提供（手稲記
念館にて農機具体験など）

●イベント

• ちえりあ屋外広場屋台村や
ビアガーデンなど、一定期
間人々が滞留したり、将来
の飲食店誘致につながる仕
掛けづくり

●将来の担い手づくり

• 生涯学習につながる活動

• 子どもを含めた地域が楽し
める活動（企画段階から子
どもや若者が関わる）

■主な意見を含めた地域の特性

白い恋人パーク

西町コンサ通
（北5条手稲通）

ラベンダー通
（二十四軒手稲通）

JR発寒駅

宮の沢駅

発寒南駅
上手稲神社

手稲記念館

ちえりあ

宮丘公園

案内が不足しているので、マップ等で情報発
信できると良い
アジア圏からの観光客が来ている

生活利便性の高い機能が集まる

地域の人が集まる場、仕掛けづく
りや賑わいづくりができると良い

地域に根付いた歴史資源など
を観光にも活用できると良い

観光客に足を伸ば
してもらう、各地へ
波及するような仕
掛けがあると良い

様々な用途の建物
が立地し、比較的
新しい建物が立地
する地域

人口増加率が高い地域

高齢化率の比較的高い地域

築10年未満の新しい建物が立地する地域

人口が増えている地
域では、子ども達の
まちへの愛着づくり
ができると良い

地域の現状及び課題等 アイディア

観光
の視点

アジアの人々が安心して
訪れ、楽しい宮の沢

地域の資源を活用して、
回遊できる

暮らし
の視点

古くから住んでいる人々
と新たに居住し始めた
人々の融合、共通のふる
さと意識

人のつながりをつくり、地
域のコミュニティがある

今後のポイント（手がかり）


